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Abstract

　　　Japan　and 　Korea　are 　close 　neighbors 　geographically，　and 　have　similar 　cultures ，　but　are　quite
different　socio −econornically ．　There 　have　been　few　co 皿 parative　studies 　of 　the 　tWo 　countries ．　The 　pur・

pose　of 　this　study 　was 　to　compare 　daily　living　physical　activity （DLPA ）and 　its　components 　over 　a

wide 　age 　range 　between　Japanese　and 　Korean　elderly 　women ．　The　subjects 　were 　430 （176　Japanese
and 　254　Korean）elderly　women ，　aged 　65　to　84　years，　Seventeen　items　related 　to　DLPA 　were 　meas ・

ured ．　The　Pearsoゴs　correlation 　coef且cientS 　between　the　performance 　test　scores 　and 　age 　were 　sig・

ni且cant （P 〈 0，05）for　17　items　in　Korean　elderly 　wpmen 　and 　for　16　items（tmnk 且exion 　was 　not 　sig・

nificant）in　Japanese　elderly 　wo 皿 en ．　The　scores 　for　16　items　in　Korean　elderly 　women 　and 　15　items
in　Japanese　elderly 　women 　were 　decreased　markedly 　with 　aging

，
　while 　changes 　in　one 　iヒem （Korea：

foot・tapping　in　a　sitting 　position）and 　two　items（Japan： trunk　flexion，　sit ＆ reach ）were 　not 　sig ・

ni 且cant ．　To まdentify　potential　dimensions　of　overall　DLPA ，　principal　component 　analysis 　was 　appHed

to　a　17x17 　correlation 　matrix ．　The　first　principal　compQnent 　was 　interpreted　as　fundarnental　DLPA ．

The 　results 　of 　the 　comparison 　clearly 　indicated　that 　Korean　elderly 　women 　had　a　lower血 ndamental

DLPA 　level　than　iapanese　elderly 　wo 皿 en 　in　the　70−84　age 　group （P 〈 0．05）．Furthermore，to　obta 洫 a

simple 　factor　structure 　that　would 　explain 　a 　large　percentage　of　the　total　vahance 　for　these　elderly

women ，　extracted 　factors　were 　rotated 　with 　a 　normal 　vahmax 　criterio巨．　DLPA 　was 　found　to　consist

of　7　factors：locomotion（Fl），agility （F2 ），fiexib颯ty（F3），balance （F4），muscle 　strength （F5），reac・

tion　time （F6 ）and 　leg　endurance （F7）．The 　results 　of 　comparison 　of　the　7　factors　between　Japanese
and 　Korean 　elderly 　women 　showed 　that　Japanese　elderly 　women 　performed 　signi 且calltly 　better　on

F1，F2，　F4，　F6　and 　F7　values ，　but　were 　not 　different　on 　F3　and 　F5．　Fro狐 these　results，　it　can 　be　con −

cluded 　that　advancing 　age 　signi 且cantly 　effects　performance 　for　all　items　in　elderly 　women 　of　both

countries ，　and 　that　the　higher　DLPA 　level　re且ects　a　lifestyle　of　more 　vigorous 　physical　activity　in

Japanese　elder 生y　women ．

　　　Key　words ： Japan　and 　Korea，　elderly 　women ，　daily　living　phygical　activity ，　princi圃 com ・

　　　　　　　　　　　　ponent　analy8is ，　factor　struc 加 re

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Japan　J．　Phys．　Educ。42 ；233−245，　Novervtber，1997）
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キ ーワ ード ： 日本 ・韓国，高齢女性，身体活動能力，

　　　　　 主成分分析，因子構造

1　緒 言

　 日本では高齢化が進み ， 社会福祉の側面から環

境整備がな され て い る と ともに ， 高齢者の 日常生

活に おける活動能 力や生活の 質に 関する研究が数

多 く報告さ れ て い る．2020年 ごろ に は 4 人 に 1

人 が65歳以 上 の 高齢者 と い う異例の 人 口構造に

な る こ とか ら，その ような社会に対応すべ く活用

可能な情報が さま ざま な分 野で 蓄積さ れ つ つ あ

る．韓国 も高齢社会に 向か っ て い る に もか かわ ら

ず ， 老後に関す る研究は い まス タ
ー

ト時点にさ し

かか っ たば か りで あ る．両国の 間に は社会 ・経済

的 にみ てある程度の差があるが，地理的に最 も近

く，文化的に類似性が高い ので ，測定 ・調査資料

を基 に作成 した多数の 指標 を利用 して両国におけ

る高齢老 の 実態 を詳細に比較 ・分析する こ とは学

術的 に極め て価値 が高い と思わ れ る，我 々 は高齢

者の 研究 に取 り組む 中，「自立 して健康的 に活力

あ る豊かな 日常生活 を過 ごすために最 も大切なこ

とは なに か」 とい う立場か ら，高齢者の さま ざま

な実態の究明に 努め て きた ，その間 ， 高齢者の 老

化度 の指標 として ，活力年齢 31），体力年齢 18），

生活活動年齢
14・32 ｝な どを算出す る方法を開発 し，

多 くの現場 で利用す るに至 っ て い る．しか し，高

齢者 の研究 を進め る うえで ， もう 1 つ 大切 な こ

とは 日本 国内のみで の清報の蓄積だ け で はな く ，

諸 外国 に関す る情報の 収集 とその 国際比較 で あ

る ，従 っ て，我 々 の研究グル
ー
プは，日本に加え

て ア メ リカ ，韓国な ど諸外国の 高齢者を対象に 日

常生活に おける QOL 指標 ・身体活動能力 ・生活

満足度な ど多 くの 指標を利用 して相互比較す る計

画 を立て て い る ．

　 こ の よ うな諸国間の比較を通 じ，よ りよい 老後

の た めに必要な条件を 見 い 出 し，得 られ た知見を

もとに ， 各国におけ る個人の 生 活習慣の 改善 ， さ

らにはお互 い の 国
・
地域 におけ る老人福祉施策に

応用 で きる情報提供が可能 とな る こ とが本研究 の

意義と して挙げ られ る．そ の
一

環と して，まず地

理的に も文化的に も類似性が高 い と考 え られ る 日

本 と韓国の高齢者 につ い て測 定 ・調査 を した の

で，その結果を分析す る．今回は ， 両国の高齢者

の 日常生活に お け る身体活動能力に どれ くらい の

差があるの か，と くに，どの よ うな能力 に顕著な

差が 出るの か に焦点を当て て 検討する，

皿　研　究　方　法

1． 対象

　（1） 韓 国 ：晋州市内に在住 す る65−84歳の 高齢

女 性 254名 （65−69歳 ： 76名 ， 70−74歳 ：93名 ，

75−79歳 ： 51名 ， 80−84歳 ： 34名） として，対 象

者は市運営福祉会館 を日頃利用す る者 と t 低所得

者 を対象 と した アパー ト団地に在住する高齢者で

あ る ．測 定 は平 成 8 年10月 1 日
一31 日 に 行 な っ

た．

　  　日本 ： つ くば市内お よ び周辺 に在住す る

65−91歳の 高齢女性 176名 （65−69歳 ： 40名 ， 7e−

74歳 ： 70名 ， 75−−79歳 ；41名，80−84歳 ：25名）

に つ い て ，平成 8 年 6 月 ，7 月，9 月にかけ て測

定 した，

　（3＞ 研究の制限 と対象者 の特徴

　高齢者の身体活動能力を検討する時には，個人

差が非常に 大き くな る こ とか ら対象の選定が重要

なポ イソ トの
一

つ になる と思われる．高齢者の場

合，日頃運動習慣の 有無な どの ライ フ ス タイ ル の

違い が身体活動能力水準の 高低に 影響を及ぼす重

要な要因になる と推測で きる．しか し， 本研究で

は ， 高齢者 の 身体活動能力水準に影響を及ぼす諸

条件に 関する調査 を行な っ て い な い の で ，被験者

の身体活動能力水準の差 を説明す る論理的な情報

源 に欠け て い る のは事実であ り， こ れ が本研究の

制限点の 1 つ で ある．また，研究を進める上 で ，

対 象を選別 するための 特別 な条件 を設け て い な

い ．本研究の被験者 として参加 した高齢女性の 大

多数は，自ら測定現場 まで足を運んで ，自発的 に

身体活動能力の測定 に応 じた者の健常な高齢女性

である．したが っ て，自力で移動が出来な い 要介

護の水準の高齢女性や身体活動能力の測定に関心

がな い 人は含 まれ て い な い の が本対象者の 特徴で

ある．
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2， 測定項 自お よび方法

　1） 体格

　身長，体重

　2）　皮下脂肪厚

　栄研式 キ ャ リパ ーを
一

定圧 （1091mm2 ）に調

整して，次の計測点を つ まみあげて ， つ まみの端

より約 1cm 離れた とこ ろを計測 した ．

　上腕三 頭筋部 ：右上腕の肩峰突起 と肘頭突起の

中間点．

　肩 甲骨下部 ： 脊柱 より右肩甲骨下点に 向か っ た

斜面．

　3） 姿勢

　脊柱角度 ：立位の脊柱の 彎曲度を測定する た め

に ， 計測点 であ る第 7頚椎点，上背最後部 ，腰

部最前 部の 3 点 に脊柱 角度器 を当て て ， 上 背後

彎角を計測 した ．

　4）　 身体活動能力

　（1） 身体活動能力の 仮設構造

　高齢者が ， 日頃の 簡単な仕事や買い 物，社会的

な活動な どの 日常生活に 必要な行動を安全に か つ

効率 よ く営むた め に要求され る身体的な能力を身

体活動能力 として 定義 し，日常生活 における身体

活動の 自立を確保するために は ， 「1次活動動作 ，

2 次活動動作 ， 意思低達」の 3 つ の能力が必須で

ある と仮定 した ，本研究で は ， 1次活動動作と し

て個人 ケア，起居，家事 ， 身辺動作な どを ， 2 次

活動動作 として ， 移動 に関連する能力 ， 社会活動

や健康増進活動な どの 機能的 な能力 と関連す る動

作 と仮定 した上 で ， 次 の よ うな測定項 目を多 くの

先行文ma2・7・12・1325，26）を参考に して ，そ の 妥当性5），

信頼性 5・28）が高い こ と，かつ 安全性 を考慮 した う

えで選択 した．選択 した項 目を利用 して予備測定

を行な い ，問題点がある と判断で きた項 目 （背筋

力 ， 垂直跳び）を除外して，日本 ・韓国 ともに測

定可能 な項 目として ， また加齢に伴 う機能の低下

を よ く反映 する と判断で きた次の 17項 目を採用

した ．

　A ． 1次活動動作 （8項 目）

　　起居 ： 起立動作時間

　　上肢の能力 ：握 力 ， 上肢挙上角

　　手の能力 ： ペ グ移動，豆運び ， 手の ひ らタ ッ

　　ピン グ

　　胴体の 可動能力 ：立位体前屈，長座位体前屈

　B． 2 次活動動作 （9項 目）

　　移動能力 ： 8の字歩行，下肢挙上高

　　平衡能力 ； 閉眼 片足 立 ち ，開眼 片足 立 ち ，

　 　Functional　Reach

　　持久 ・敏捷能力 ：膝関節筋持久力 ， 上腕屈伸

　　力，落下棒反応，足の タ ッ ピン グ

　  　測定項 目お よび方法

　A ．握力 ，
B ．落下棒反応，　 C ．足 の タ ッ ピ ン グ，

D．手の ひ らタ ッ ピ ン グ ， E．閉眼片足 立 ち ，　 F．開

眼片足立 ち ， G，立 位体前屈，　 H ．長座位体前屈の

8 項 目は，日本人の 体力標準値 N 版34）の 測定方法

に基づ い て測定 した ．

　1． 膝関節筋持久 力
23） ： 足 を肩幅に開い た直立

姿勢で 背中 と臀部 を壁 に密着させ ，膝を 9ぴ に 曲

げた姿勢を維持す る時間を0．1秒単位で 記録 し ，

最大は60秒 とした．

　J． 上腕屈伸力7）；筋力お よび 筋持久力を評価

す る項 目であ る上腕屈伸力 は，椅 子に座 らせ ，

2．Okg の ダ ン ベ ル を利 き手 に持 ち ，
30秒間 に行

な っ た屈曲 ・伸展の 回数を記録 した ．

　K ． 起立動作時間
2） ：床上の仰臥位姿勢か ら合

図に よ っ て すば や く起 き上 が っ て ， 直立姿勢の均

衡を とるまでの 時間をO．1秒単位で測 っ た．

　 L． 8 の 字歩行
7） ： 床 に 1．5 × 3．6m の線を引い

て ，3．6m の 両端 に棒を，正 対す る
一

辺 の中央 に

背中向きの椅子 に座 り， 合図に よ っ て 片方の棒 を

回 っ て きて椅子 に座 り，続げて反対側の棒を回 っ

て きて座 る，これ を 2 回繰 り返 した所要時 間を

O．1秒単位で記録 した，

　 M ． 豆 運び25〕
：机 の 上 に 20cm 離れ て 二 つ の

皿 を用意 し ， 片方の 皿 に 大豆60個 を入 れ ， 合 図

に よっ て ，箸 を使 っ て 30秒間に反対の皿 に運 ん

だ大豆 の数を記録 した．

　 N ． ペ グ移動
2） ：手腕作業能力を測 るペ グ移動

は ，机 の上 の ペ グボ ー ドの 前 に立 っ て ，30秒 間

に ペ グをボ
ー

ドの 穴に差し込んだ数を記録 した ．

　 0． 上 肢挙上角 12・13） ：肩峰 と角度を記録 し壁 に

張 っ て い る紙の 中心 が
一
致する よ うに椅子の高さ

を調節 した椅子 に 座 っ て，棒を肩幅に持ち両腕 を

N 工工
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伸展 したまま上 方に挙げ た角度を記録 した ．

　P．下肢挙上高13） ：股関節 の柔軟性を評価する

下肢挙上 高は ，両膝 を曲げない 状態 で，片方の 足

を軸に 他方の 足を挙げ て ， 床 と挙げた足の 踵まで

の距離を測っ た ，

　Q， Functiona1　Reach9）： バ ラ ン ス 能力を推定

す る Functional　Reach は ， 壁に横向きに立 っ て ，

伸展 した両手を肩の 高さまで挙げ，両手の 指先の

先端 を Ocm に設定 して ，腕を岡 じ高さに保 っ た

まま前傾 した最大距離 を測定 した．

　以上 の 17項 目に つ い て ， テ ス ト
ー

再 テ ス ト法

に よ る信頼 性係 数を表 1に 示 した ．日 ・韓 とも

に，3項 目　（日本 ：開眼
・閉眼片足立ち ，落下 棒

反応 ；韓国 ： 足の タ ッ ピン グ，閉眼片足立 ち，落

下棒反応）を除い た 14項 目で ・［f ＝ 　O．80以上 の 高

い 信頼性係数が得られ た．

　（3＞ 資料処理

　A ． 測定項 目の信頼性を検討 す るた めに ，テ

ス ト
ー

再テ ス ト法に よる信頼性係数 を求め た．

　B，項 目別 の 日韓比較 は ，平均値 と標準偏差

を求めて対 応の ない 2 標本平均差を年齢群別 に

表 1　 再テ ス ト法 に よる測定項 目の 信頼性係数

韓国

検定 した．

　 C．加齢に伴 う機能低下を検討するため に，項

目ご とに年齢群間の 分散分析 を行な っ た．分散分

析の結果，有意差が認め られた項 目に つ い て の 多

重比較は DUNCAN 法より検定 した．

　D． 基礎身体活動能 力を抽出す るた め に 主成

分分析 を，身体活動能力の 構成要素 を抽出 （因子

構造 を検討）す るため に，抽出された因子 に つ い

て Nor 皿 a1　Varimax 基 準に よ り直交 回転 を施 し

た．

　E ．基礎身体活動能力につ い ての 日韓比較は ，

第 1主 成分 得点を利用 して ，身体活動 能力の構

成要素の 日韓比較は，因子得点を利用 して検討 し

た．

　F， 統計的な有意水準は 5 ％ とした．

皿　結

項 目 日本

立位体前屈

張座位体前屈

下肢挙 上高

上肢挙上 角

Functional　Reach

握力

上 腕屈伸力

手の ひ ら タ ッ ピン グ

豆 運 び

起立 時間

ペ グ移動

8 の字歩行

膝関節筋持久力

足の タ ッ ピ ソ グ

開眼片足立ち

閉眼 片足 立 ち

落下棒反応

50504939746081551887765441100735329999999999998877700000000000000000315218903338878586712435222996818799999999898887867000000000000GOOOO

果

1． 体格の 比較

　表 2 に は ，高齢女性 にお け る体格の年齢群 間

お よび 日韓比較を示 した．日本 ・韓国 ともに，日

本の脊柱角度を除 く，す べ て の 項 目で年齢群間に

有意差 （P ＜ O．05） が認め られ，体格 は加齢 とと

もに小 さ くなる傾向が ，韓国高齢女性の姿勢は悪

くな る傾 向が，皮下 脂肪厚は減少す る傾向が観察

され た ．体格の 日韓比較を行な っ た結果，65−69

歳群で身長の み，70−74歳群で 脊柱角，上腕三 頭

筋部皮下 脂肪厚 ， 75−79歳群で 脊柱角のみに 有意

差 （P ＜ 0．05）が 認め られ ，体格的に は 日韓の 間

に大きな差が見 られな か っ た ．

2．　 身体活動能力を推定する項目の 日韓比較

　表 3 には ， 身体活動能力 を推定する測定項 目

に つ い て ， 加齢 に伴 う平均値の変化 ， 年齢 との相

関お よび 日韓の比較を示 した．まず，年齢群間 に

おけ る平均値の変化 を調 べ るため に分散分析 を行

な っ た 結果 ， 韓 国デー
タ で 1 項 目 （足の タ ッ ピ

ン グ），日本 デー
タで 2 項 目 （立 位体前屈 ， 長座

位体前屈）を除い たす べ て の 項 目に つ い て F 値

が有意 （P＜ 0．05）で あ っ た ，年齢 との 相関は ，

日本の 立位体前屈 1 項 目の み を除 く13項 目で有

意な負の 相関，落下棒反応 ，
8 の 字歩行 ， 起立 時
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表 2　 高齢女性に おけ る形態の 日韓比較

年齢 （歳）

人数 （名 ）

　 65−69　　　　　　　70−74　　　　　　　75−79　　　　　　　80−84

韓 （76）日 （40） 韓 （93）日 （70） 韓 （51）日（41） 韓（34）日（25） Fvalue 多重比較

年齢 （歳）

身長 （cm ）

体重 （  ）

脊柱角 （度）

皮下脂肪厚（mm ）

　上腕三 頭筋部

肩甲骨下部

韓　　　67，］」± 1．43　　　72．0± 1．55

日　　　67．2± 1．25　　　72．1：辷1．53

孛韋　150，6± 3，99†　　1492± 5．31

日　　148，7± 4，90　　 147．9± 5．38

韓　　　55．7± 6．77　　　52．9：辷8，14

日 53．3± 7．7253 ．2± 7．47

韓　　201．9± 6．73　　202 ．7 ：辷6，86†

日 199．8± 5．41199 ．9± 7．49

韓　　　18．0± 4．87　　　15．4± 4．33†

日　　17．9± 4．83　　　18．2± 6．07

韓　　　21．7± 5．58　　　19．1±5．15

日　　 20．4± 6．49　　　20．0± 6．69

77．4± 1r17

77．1± 1阜46
147．1：ヒ4噛84
146．8± 4．28

50．2± 9．70
5LO ± 5．83

205．7± 9．86†

200．3± 9．64

81．2±125

81．4± 1，32
146．4± 630　　　8．31＊　65

， 70＞ 75， 80
145．8± 4．57　　　2．11＊

　 65 ＞ 80

48．2± 7．84　　　8．64＊

　65＞ 75，80；70＞ 80
49．1土 7．78　　　2．68＊

　 65，70 ＞ 80

204 ．1± 8．93　　　2．11＊

　　75＞ 65，70

202 ．0± 8．58　　　0．46

15．0± 4．71　　　 14，3± 4．64
15．5± 4，14　　　　15．6± 4．94

17．1±5，01　　　 163 ± 5．45
18．1± 5．42　　　 16．2 ：ヒ6．70

7．45＊

　　65＞ 70，75，80
3．16＊　　70＞ 75

11．61＊

　　65＞ 70＞ 75， 80
3．07＊

　　65 ，
70 ＞ 80

＊

： 年齢群間にお ける有意差 （P く 0．05）

†： 日韓に お け る有意差 （PくO．05）

間 の 3 項 目で 有意な 正 の 相関が 見 られた ．項 目

ご と に 日韓比較を行な っ た 結果 ， 全年齢群 間に 有

意差が認め られた項 目は，膝関節筋持久力，上 腕

屈伸 力，手の ひ らタ ッ ピ ン グ，足の タ ッ ピ ン グ，

8 の字歩行，豆運び ，ペ グ移動，下 肢挙上 高，上

肢挙上 角，開眼 片足 立 ち ，Functiona1　Reach の

11項 目で あ り ，

一
部の 年齢群 に有意差 が認 め ら

れ た項 目は ，握 力 （70−74歳 ，75−79歳，80−84

歳）， 落下棒反応 （75−−79歳），起立時間 （70−74

歳），立位体前屈 と長座位体前屈 （80−84歳），閉

眼 片足 立 ち （65−69 歳 ，70−74歳 ， 75−79歳 ）の

6 項 目で あ っ た．

3．　 基礎身体活動能力の 日韓比較

　（1） 基礎身体活動能力の 抽出

　表 4 に は，17測定変量間の 相関行列 に主成分

分析を適用 して 7 つ の 因子 を抽出 した ときに 得

られ る回転前 の第 1 主成分の 因子 負荷量 を示 し

た ．因子負荷量は ，− O．331 （落下棒反応）以上

として す べ て の 項 目に つ い て有意で あ り，17項

目の うち76％に 相 当す る13項 目で 0．5以上 の高 い

因子負荷量を示 して い る．抽 出され た第 1主成

分 は ，貢献 度6．03 ， 全 分 散 に 対 す る 説 明率

35．44％を有す る こ とか ら， こ の 第 1 主成分は本

研究 で測定 した 17項 目が共通 に 関与 する能力領

域で ある と推測で き る．こ の 共通の 能力領域を本

研究で は ， 高齢者の 日常生活 に おけ る 「基礎身体

活動能力」 と名付けた．

　  　基礎身体活動能力の 日韓比較

　図 1 は，高齢 女性の 目常生活 に お ける基礎身

体活動能力の 日韓比較を示 した もので ある．日本

・韓国 ともに 基礎身体活動能力は加齢 と ともに 有

意に低下する傾向が観察され ，そ の 程度は韓鬮高

齢女性 が大であ っ た ．基礎身体活動能力 と年齢 と

の 相関は ， 韓国高齢女性 で r ； − O．552，日本高

齢女性で r　・ ・　
− O．467 と して い ずれ も有意で あ っ

た ．日韓比較の 結果，65−69歳では有意差 が見 ら

れ な か っ た が ，75−84歳で は 有意差 （P ＜ 0．05）

が認め られ ， 日韓高齢女性 に おける基礎身体活動

能力差は加齢 と ともに大 き くな る傾向が 明らか に

な っ た ．

4． 身体活動能力の構成要素の 日韓比較

　（1） 身体活動能力の構成要素の抽出

　高齢者の 日常生活におけ る身体活動能力の構成

要素 （因子構造）を検討す るため ， 抽出され た 因
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表 3　 高齢女性 の 日常生活 に おける身体活動能力項目の 日韓比較

年齢（歳）

人数 （名）

　　65−69　　　　 70−74　　　　 75−79　　　　 80−84　　　　　　　年齢との

韓（76）日（40）　韓（93）同（70）　韓（51）日（41）　韓（34）日（25）　 F値　　相関 多重比較

握力 （kg）

膝関節筋持久力 （秒）

上腕屈伸力（回）

手のひらタッ ピング（回）

足のタッ ピγ グ （回）

落下棒反応 （cm）

8の字歩行 （秒｝

豆運び （側

ペ グ移動（個）

起立時間 （秒）

下肢挙上高（cm）

上肢挙上角 （度）

立位体前屈 （cm ）

長座位体前屈 （cm ）

開眼片足立ち （秒〕

閉眼片足立ち 〔秒）

FunCtional　Reach　（cm ）
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日
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†： 日韓 に おける有意差 （P く 0．05）
☆

： 年齢群間 に お け る有意差 （P 〈 0．05）
＊PくO．05

子 を Normal　Vari皿 ax 基準 に よ り直交 回転 を施

した （表 5）．そ の結果 ， 全分散の 73．62％を説明

す る 7 つ の 因子が抽 出され ，日韓高齢女性の 日

常生活に おけ る身体活動能 力は 7 つ の単純構造

モ デル に よ っ て説明で きる と思われ る．7 つ の構

成要素は因子負荷量の大 きさに 基づ い て次の よ う

に名付けた ．まず ， 起立時間 ， 8 の字歩行な どに

に 高 い 因子 負荷量 を示す 第 1 因 子 は 「全 身の移
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表 4　 回転前の第 1 主成分の 因子負荷量 1．0

239

変 数 第 1主 成分

8の字歩行

ペ グ移動

下肢挙上 高

開眼片足立 ち

上 腕屈伸 力

起立時間

足 の タ ッ ビ γ グ

手 の ひ らタ ッ ピ ン グ

上肢挙上角

Functional　Reach

豆運び

握力

膝関節筋持久力

閉眼 片足 立 ち

立位体前屈

長座位体前屈

落下棒反応

一〇．814

　0．699

　0、674

　0．664
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図 1　 高齢女性 に おけ る基礎身体活動能力の 日韓比

　　　較

貫献量

全分散 に対す る貢献度 （％）

6．02535

．44

表 5　 高齢女性 の 日常生活 に お け る身体活動能力の 因子構造

変 数 因子 1　　因子2　　因子 3 因子 4 因子 5 因子 6 因子 7　　共通性

貢献量

貢 献度（％）
＊

貢献度（％）
＊ ＊

2．93　　　　 2．28　　　　 191
17．24　　　　13．41　　　　11．24

23．41　　　　18．22　　　　15．26

匚

σ

98

72Q

ソ

ー

000

　

11

1．569

，1812

，47

1．106
．478

．79

O．99　　　　12．52
5．79　　　　73．62

Z87 　　　100．00

  全分散 に対する貢献度
＊＊

： 全共通性に対す る貢献度
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動」， 手の ひ らタ ッ ピソ グ ， 足の タ ッ ピ ン グ，豆

運 び に高い 因子負荷量 を示す第 2 因子 は 「敏捷

性 」，長座位体前屈，立位体前屈に高い 因子負荷

量 を示す第 3 因子は 「柔軟性」，閉眼片足立ち ，

開眼片足立 ちに高 い 因子 負荷量 を示 す第 4 因子

は 「平衡性」，握力，上 腕屈伸力に 高い 因子負荷

量 を示 す第 5因子は 「筋力」， 落下棒反応に高い

因子負荷量 を示 す第 6 因子は 「反応時間」， 膝関

節筋持久力に 高い 因子負荷量 を示 す第 7 因子は

「脚持久力」 と解釈 した ．

　  　身体活動能力構成要素 の 日韓比較

　図 2 には ，65−84歳の 全年齢 に っ い て身体活動

能力の構成要素の 日韓比較を示 した ，その結果 ，

敏捷性に最も大きな差が ， 全身の移動，平衡性 ，

反応時間 ， 脚持久力に も有意差 （P ＜O．05）が認

め られ ， 日本高齢女性 が韓国高齢女性よ り有意に

優れて い る こ とが観察された ．しか し，柔軟性 と
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図 2　 高齢女性 に おける身体活動能力 の 構成要素の

　　 日韓比較

筋力には有意差が見 られなか っ た．

　図 3 には ， 身体活動能力の構成要素 に つ い て

各年齢群間の 日韓比較を示 した ．65−69歳群では
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「敏捷性」， 「平衡性」，r反応時間」の 3 つ の能力

要素 に ， 70−74歳 群で は 「全身 の移動 」， 「敏捷

性」，「平衡性」，「脚持久力」 の 4 つ の能 力要素

に ， 75−79歳群で は 「全身 の 移動」， 「敏捷性⊥

「平衡性」 の 3 つ の 能力要素 に ， 80−84歳群 で は

「全身の移動」，「敏捷性」 の 2 つ の能力要素に 有

意差 （Pく 0．05）が認 め られ ， 日本高齢女性が韓

国高齢女性 よ り有意に優れて い る傾向で あ っ た ，

N 　考 察

　
一

般的に高齢化を示 す指標 として用 い られ るの

は ， 総人 口 に 占め る65歳以上 人 口 の割合で ある．

日本の場合，65歳以上の人 口 は 1955年に わ ずか

5．3％だ っ た が ， 1995年14．5％ま で 上昇 し ， 平均

寿命は男性 76．36歳，女性 82．84歳 （厚生省の 95年

調査 ；朝 日新聞，1996年 8月 11 日） と世 界で 最

も寿命の 長 い 国に な っ て い る ．一
方 ， 韓国も高齢

人 口 が急速 に増加 して2000年に は約6，04％ ，
2010

年 頃に は 高齢化社会に 突入 する見通 しで あ り ，

1995年 度の 平均寿命 が 男性 67，0歳 ， 女性 75．0歳

（統計庁調査 ；東亜 日報 ， 1996年 1 月25 日） とな

っ て い る．した が っ て ， 韓国 も高齢化社会の到来

に備えて，先進国における高齢化社会シ ステム ，

高齢福祉政策 ， 高齢者の 社会活動，日常生活にお

け る高齢者ス ポー
ッ 活動政策な どを学ぶ ぺ き時期

に さ しかか っ て い る とい え よう．こ の ような時期

に おい て の 日韓比較は ， 両国の 高齢女性の形態や

身体活動能力の 差異の 実態 を把握する手がか りと

して ， と くに身体活動能力の改善の余地 を示唆す

る上で ， 有益な情報に な る と思わ れる．

　体格 におい て 特徴的なこ とは ， 姿勢の 良否を評

価する脊柱角度が 日本高齢女性の場合，年齢群間

に有意差が認め られなか っ たこ とである．一般的

に，高齢になれ ば，椎骨の 骨成分が変化 し，脆 く

な り ， 椎体の 変形が発生 し，老人性 円背の 傾向が

見 られる こ とが普通で ある ．と くに t 女性非運動

者の場合，老人性 円背であ る背まが りが進行 しや

す い の で はな い か とい う指摘
1°）もな されて い る．

ま た ，宮 口 ら
21）は ，高齢ゲ

ー
トボ

ー
ル 愛好者 は

歩 い て移動 し ， 長時間立 っ て い る こ とか ら，かな

りの 腹筋 ・背筋な どの起立筋を鍛え て い るの で ，

一般高齢者 に比べ て老人性 円背の程度が小さい こ

とを報告 してい る．日本高齢女性の脊柱角度に年

齢群間の差 が認め られず，高齢後期ま で 良好な姿

勢を保持 して い る こ とは 日本高齢女性が活発な身

体活動を行 なっ て い る証を示唆す る もの で ある と

思われる，体格に つ い て 日韓比較の 結果 ， 65−｛jg

歳群で身長の み ， 70−74歳群で脊柱角度 と上腕三

頭筋部皮下脂肪厚，75−79歳群で脊柱角度の み に

有意差 （P ＜ 0．05）が認め られ た ．こ の ように ，

い くつ か の 年齢群の項 目では有意差が認め られた

が ， 本研究の対象者に つ い て検討 した結果で は ，

全般的に体格的 には 日韓の間に大 きな差が見 られ

な く， 類似性が高い傾向であ っ た．また ， 両国 と

もに年齢群間に有意差が観察され，加齢 に伴う体

格の 低下可能性が示唆 された．しか し，身長が加

齢 とともに低下す る とい う現象に つ い て詳細に検

討す るため に は，縦断的資料の 収集が必 要で ある

と思われ る．本研究で使用 した横断的資料か らの

検 討 で は ，80−84歳群の 平 均 身長 は ， 韓 国 で

146．4± 6．30cm ，日本 で 145。8± 4．57　cm として ，

65−69歳群 よ り韓国高齢女性の場合は 42cm ，日

本高齢女性で は2，9cm 小さ い 値で あ っ た ，身長

の 加齢に伴 う変化 を白人に つ い て検討 した Trot−

ter＆ Gleser35）は ，20年間に 1，2　cm 低下する こ と

を ，黒 人 女 性 に つ い て 検 討 した McPherson　et

aL20 ）は ，20年間に 3．4　cm 低下す る と報告 して い

る．本研究で見られ る低下 傾向は ， 韓国高齢女性

て は こ の 先行研究の 値よ り大で ある が ， 日本高齢

女性で は類似す る結果で あ っ た．

　本研究で 測定 した項 目が，両国高齢者の加齢 に

伴 う機能的低下 をよ く反映 して い るか に つ い て年

齢群間の分散分析 と年齢との相関か ら検討した ．

まず ， 分散分析の結果 ， 韓国高齢女性では足の タ

ッ ピ ン グの 1項 目， 日本高齢 女性 で は立位体前

屈 ，長座 位体前屈 の 2項 目を 除 い た す べ て の 項

目で ，F 値が有意 （P＜ 0．05）で あ っ た ．こ こ で

注 目 したい の は，日本高齢女性で柔軟性 を推定す

る 2 項 目に お い て 加齢 に伴 う機能低下が 認め ら

れ なか っ た こ とで あ る ．一
般 的に ，柔軟性 は加齢

とともに低下する とい う報告27・36）が多 くなされて

い る．しか し，高齢者で も，活発な身体活動 に よ
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っ て ，柔軟性 が 改善さ れ る と い うこ とが証 明36）

され て い る．日本高齢女性に おい て柔軟性を推定

す る立位体前屈と長座位体前屈で ，加齢に伴う低

下 が見 られなか っ た とい う事実を説 明 するた めに

は ，被験者の ライ フ ス タ イ ル を中心 とする詳細な

検討が必要で あ る と思われ る．しか し，本研究で

は そ の ような調査を行な っ て い な い の で ， 推測 と

して ，次の 2 点 を考え て い る ．まず第
一

は ，日

本 高齢女性の 場合，活発な身体活動を中心 と した

ライ フ ス タイル の 定着が認 め られ る と仮定で きれ

ば，高齢者 にお い て は柔軟性が最 も維持可能な能

力要素で ある と推測で きる，つ ま り，加齢に伴う

老化の影響を身体活動に よっ て克服 しやすい 能力

要素が柔軟性で ある こ とを示唆す る もの で ある．

小林15）は ， 高年齢群の 男女 で柔軟性が 向上 して

い る こ とに つ い て ， た また ま身体の柔 らかい 人が

対象にな っ た こ とも考え られる ．また ， ク ラブ活

動のなかで，柔軟性を重視 したス トレ ッ チン グ系

の 体操を取 り入 れて い る こ とな どをその理 由に挙

げ て 説 明し て い る ．第 2番 目 と して は ，脚長 と

体幹の長さの比率が若者 とは異なる とい う体型 的

特質 も無視で きな い ．い わば ， 日本人に特有の 特

質である胴長で脚が短 い とい う体型の影響 も考 え

られ る．韓国高齢女性 で足の タ ッ ピン グが加齢に

伴 う低下傾向が見 られ なか っ た こ とは ， 65−79歳

で は低下 する傾向が認 められた が，75−79歳群 よ

り も80−84歳群の値が大き くな る こ とか ら，80−

84歳群 に足の敏捷性 に優れた人がたまたま対象

に な っ た こ と も考え られ る．第 2 番 目に検討 し

た 年齢 との 相関は ， ff本高齢女性の 立位体前屈

1 項 巨のみ を除 くす べ て の項 目で有意な負の相関

（落下棒反応お よび 8 の字歩行，起立時間の場合

は正の 相関が加齢に 伴 っ て 機能が低下する こ とを

意味）が見 られ た．こ れ らの 結果か ら，本研究で

取 り上げた
一連の測定項 目に求め られ る動作を成

就するために要求され る身体的能力は加齢 と とも

に低下 し， 老化に 伴う機能低下の 程度を反映 して

い る と判断で きた，こ の結果か ら ， こ れ らの項 目

に基づ い て 作成 した指標を利用すれ ば高齢者の 日

常生活に おけ る身体活動能力の特性を把握 す る こ

とが可能で ある と推測で きる．

　次に ，高齢者の 日常生活に おけ る身体活動能力

を項 目ご とに年齢群間で 日韓比較を行な っ た．そ

の結果 ， 全年齢群間に 有意差 （P ＜ 0．05）が認 め

られた項 昌群 と
一

部の 年齢群の み に有意差が認め

られた項 目群に大別 で きた．全年齢群間に有意差

が認 め られた11項 目 （膝関節筋持 久力，上腕屈

伸 力，手の ひ らタ ッ ピン グ，足の タ ッ ピン グ ， 8

の字歩行 ， 豆運 び ，
ペ グ移動 ， 下肢挙上高 t 上肢

挙上 角 ， 開眼片足立ち ，Functional　Reach ）は，

全体測定項 目の約 65％に相当 し，い ずれ も片手

ある い は両手の 作業 ， 全身の移動 ， 四 肢の柔 らか

さを推定す る もの で ある ．こ こ で は，高齢者の 日

常生活にお け る身体活動能力に関わ る機能の 優劣

関係 と加齢 に伴 う変化に つ い て 項 目ご とに 検討 し

た が ， こ れ らの 関連性を よ り明確に 把握するため

に，17 × 17の 相関行列 に主成分分 析を適用 し ，

回転前 の第 1主成分 を 「基礎 身体活動能力」 と

仮定 して次の分析に進ん だ．そ こ で ，測定項 目か

ら基礎身体活動能力を抽出する方法が妥当で ある

か に つ い て ，先行研究 との比較か ら検討 した ．そ

の結果 ，回 転前の 第 1 因 子 を 中村 と松浦24），井

上 と松浦16）は基礎運動能力 ， 田中 ら31）は 老化因

子 ，金 ら
13｝は

一般的活動能力，出村ら
8）は基礎体

力因子 と命名 して い る． こ の結果を参考に しなが

ら，本研究で 抽出 した第 1主 成分 を高齢者の 日

常生活に おける 「基礎身体活動能力」 とい う名付

け には問題がな い と判断 し， こ の概念を利用 して

日韓比較を行な っ た ．そ こで ，日韓両国 の間 に

は，経済水準や寿命に差 が存在 す るの は事実で あ

る．こ の大 きな差 を認めなが らも， 両国の高齢女

性 を同一次元に お い て 比較 した とこ ろ，両国 の高

齢女性 の基礎身体活動能力に は ， 図 1 に示 した

よ うに ， 65−69歳群で は有意差が認め られなか っ

た が，7（F84 歳で は 有意差が認め られ ，日本高齢

女性が韓国高齢女性 よ り有意 （P く 0．05）に高い

水準を有 して い る こ とが 明らか に な っ た，また ，

基礎身体活動能 力の低下の程 度は韓 国高齢女性

（年齢 との 相関 r＝　
■ O．552）が 日本高齢女性 （年

齢 との 相 wa　r ＝ 　
− O．467） よ り も顕著で あ っ た ．

つ ま り，高齢女性におけ る基礎身体活動能力 の 日

韓差は 加齢 と と もに 大 き くな る傾 向に注 目 した
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い ．こ の 結果か ら，韓国に おける高齢化社会の 到

来 に備える べ き重要課題の
一

つ は ， 基礎身体活動

能力の 水準を高め，高齢者の 日常生活におけ る 自

立や健康増進に貢献で きるよ う， 高齢者に対 して

活発な身体活動 を中心 と した ライ フ ス タイ ル の 改

善に関す る具体的なプ ロ グラ ム の提供 が必要 にな

る と思われる，

　 日韓高齢女性 におけ る能力の優劣関係をよ り詳

細に検討す るため ， 身体活動能力を構成する要素

に つ い て 年齢群別 に比較 した．その結果，65−84

歳 の 全年齢群を通 して有意差 （P 〈 0．05）が認め

られた能 力要素は敏捷性で あ り ， 65−79歳で は 平

衡性 ， 70−84歳で は全身の 移動で あ っ た ．なぜ，

日韓高齢女性の 間に敏捷性や平衡性 ， 全身の移動

能 力の ような神経系の 機能を中心 とした能力要素

と全身の 移動 に伴 う機能に つ い て広範囲の年齢群

に かけて 有意差が認め られ るの かに つ い て，先行

研究を参考 しなが ら論議す る．高齢者 の機能低下

に つ い て は ， 多 方 面 か ら多 数 の 研 究 者 が報

告4・6・22）して お り，それ らを総 合す る と加齢に伴

う人間の諸機能の 低下を完全に停止さ せる こ とは

不可能である と い え る，しか し， その低下度を小

さ くして ， 高齢者で もかな り高い 水準で諸機能の

働 きを維持1・3・11・17・19，33）す る こ とが可能 と指摘 され

て い る．っ ま り， 高齢者に お い て も活発 な身体活

動が，持久力17・36），移動能 力29・3°），筋力1・3・17），反

応時間29・30＞，バ ラ ン ス能力
11），柔軟性

36 ）な どの 向

上 に寄与する こ とを報告 して い る．また ， 活発 な

身体活動は，とくに神経機能の低下を遅延し，反

応が速 くな り，動 きが敏活になる事実 を強調29β0）

して い る，こ の ような先行研究を踏まえ て， 日韓

高齢女性におけ る有意差が認め られた能力要素 が

敏捷性，平衡性，全身の移動であ っ た こ とか ら ，

日本高齢女性が韓国高齢女性に比 べ て ，神経機能

に優れて い る こ とと全身の動きに敏活性が認め ら

れ る こ とが明 らか に な っ た．こ の 現象を裏付け る

要因 として は ，日本高齢女性の 場合 ， 日頃の 活発

な身体活動を中心 としたライ フ ス タイ ルを挙げる

こ と が 可能で ある ．しか し，日韓の 高齢者の 身体

活動能力に影響を及 ぼす要因に つ い て の 詳細な検

討 が ，
こ れ か ら の 重要課題の 1 つ で あろう．こ

こ で も う 1 つ 注 目した い の は，両 国高齢女性 と

もに 80−84歳群で は，全身の移動や筋力 とい っ た

能力要素が敏捷性 ， 柔軟性 ， 反応時間 よりも有意

に劣 っ て い る こ とであ る．筋力 も年齢の影響の み

では な く，ラ イ フ ス タ イル の 影響を受ける こ とか

ら，加齢 とと もに 低下する筋力は 日頃の積極的な

身体活動 に よ っ て 維持するこ とが可能 である と報

告3・17）して い る．こ の よ うに ，元気で た くま しい

老人 ，日常生活にお い て 自立で きる老人の数を増

やすに は 日頃の努力が不可欠で あ り，と りわけ 健

康な老後生活 を支 える基盤を構築す るため に は ，

高齢者の 日常生活の 中に活発な身体活動を取り入

れ るこ とで あろう．

　以上 ，日常生活 におけ る高齢女性の身体活動能

力に つ い て 日韓比較を中心に検討 した が，そ の 差

は予想をはるか に上回 る こ とが事実 として 現われ

た ，日韓の 間には地理的 に最 も近 く文化的に も類

似性 が高 い と思わ れる．しか し，経済水準 と社会

環境，とくに高齢福祉施設や福祉政策の整備に加

え て 生 活の 質に も差が存在 するの は 否定 で きな

い ，高齢化社会に向か う韓国 の課題は 山積して い

る．あ らゆ る側面にお い て こ れ らの差 を克服 しよ

うとす る真剣な努力 と計画，さ らには政策が必要

で ある こ とを実感 した ．今回 の分析は ， 日韓高齢

者に っ い て 単なる身体活動能力の比較に とどまる

結果で あ っ た．しか し， 高齢者研究に おけ る よ り

大切な こ とは ， 身体活動能力あ るい は社会福祉側

面，栄養な どの 1 つ の 指標 に よ る評価 よ りも ，

多要因の 指標を利用 した総合的比較評価が必 要で

あろ う．こ の ような意味で ， 今度の分析は まず
一

歩を踏み込 ん だ も の に す ぎな い の で ，こ れ か ら

も， 多方面 か らの分析 を進める計画 であ る．

V 　結 語

　身体活動能力は ， 高齢者 に とっ て 日常生活の 自

立 や 健康寿命の延長 と直接関連す る要因 とみな さ

れ て い る こ とか ら，身体活動能力を高め る こ とは

健康な高齢化社会 の構築に大き く寄与する と思わ

れ ，65−84歳の高齢女 性 430名 （韓国 ：254名，日

本 ： 176名）を対象に 日常生活 に関わ る身体活動

能力に つ い て 日韓比較 を行な っ た．そ の 結果 ， 両
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国の間に体格 には大 きな差がみ られ なか っ た ．ま

た ， 基礎身体活動能力は 65−69歳群で は有意差が

認め られなか っ たが，7（ト84歳で は有意差が認め

られ，加齢 とともに両 国高齢女性間の差が大 き く

な る傾向で あ っ た ．身体活動能力要素に つ い て 検

討 した結果，日本の高齢女性が韓国の高齢女性 に

比 べ て ， 神経機能に優れて い る こ とと全身の動 き

に 敏活性が認め られ る こ と が 明 らか に な っ た ．さ

らに，80−84歳群に お い ては ，両 国高齢女性 とも

に 全身の移動 ， 筋力が最 も劣 っ て い る こ とか ら，

こ れ らの能力の 低下 を最小にするた めの運動指導

が高齢初期か ら必要で あるこ とが示唆 された ．今

回の研究で明 らかにな一
っ た結果 をよ り

一般化す る

ために は，さらに広 い 範囲で の 研究が必要で ある

と思わ れる．
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